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タ
イ
ト
ル
【
用
水

路
】
は
、
農
業
用
水

や
都
市
用
水
を
送
る

た
め
の
人
工
の
水
路

で
す
が
、
こ
こ
で
は

玉
川
上
水
や
野
火
止
用
水
が

浮
か
び
ま
す
▼
玉
川
上
水
は

江
戸
時
代
飲
料
水
不
足
を
解

消
す
る
た
め
、
玉
川
兄
弟
が

幕
府
よ
り
工
事
を
請
け
負

い
、
多
摩
川
か
ら
取
水
し
四

谷
ま
で
の
63
Ｋ
ｍ
を
露
天
掘

り
で
完
成
さ
せ
た
用
水
で
標

高
差
が
１
０
０
ｍ
、
勾
配
は

１.

５/

１
０
０
０
、
実
に
高

度
な
技
術
で
す
▼
玉
川
上
水

が
完
成
後
、
小
川
か
ら
新
河

岸
川
ま
で
30
Ｋ
ｍ
を
堀
り
、

野
火
止
用
水
を
完
成
、
武
蔵

野
の
開
発
に
貢
献
し
た
▼
東

村
山
浄
水
場
は
多
摩
川
系
だ

け
で
あ
っ
た
が
、
１
９
６
４

年
荒
川
系
、
翌
年
利
根
川
系

が
接
続
さ
れ
東
京
都
最
大
の

浄
水
場
と
な
る
▼
水
源
は
多

摩
湖
、
狭
山
湖
等
の
４
カ
所

で
、
さ
ら
に
朝
霞
浄
水
場
と

東
村
山
浄
水
場
は
原
水
連
絡

管
で
結
ば
れ
て
い
る
▼
今
年

末
に
は
、
第
２
原
水
連
絡
管

ト
ン
ネ
ル
が
完
成
予
定
で
、

直
径
２
ｍ
の
管
内
を
原
水
が

行
き
来
す
る
▼
東
村
山
か
ら

朝
霞
へ
は
順
勾
配
で
、
ポ
ン

プ
で
圧
送
さ
れ
て
い
ま
す
▼

３
階
建
ま
で
直
結
給
水
、
集

合
住
宅
や
学
校
等
の
大
規
模

建
物
は
直
結
増
圧
ポ
ン
プ
方

式
へ
と
、
重
力
給
水
方
式
よ

り
残
留
塩
素
等
の
衛
生
面
や

設
備
の
維
持
等
か
ら
改
修
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｋ
・
Ｉ
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小
平
東
村
山
支
部
組
合
員

の
皆
さ
ん
、
私
は
支
部
執
行

委
員
長
の
井
上
清
一
で
す
。

今
日
は
少
し
自
己
紹
介
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

仕
事
は
左
官
業
を
し
て
い
ま
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仕
事
は
左
官
業
を
し
て
い
ま

す
。
分
会
は
小
川
分
会
の
11

群
で
、
組
合
に
入
っ
て
33
年

く
ら
い
経
ち
ま
す
。
支
部
の

役
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
20

年
く
ら
い
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
分
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川
分
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11
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経
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ま
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部
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役
員
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な
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年
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ら
い
に
な
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思
い
ま

書
記
長
の
石
塚
一
広
で

す
。
美
園
分
会
所
属
、
ハ
ウ

ス
メ
ー
カ
ー
で
大
工
を
し
て

い
ま
す
。
組
合
歴
は
25
年
に

な
り
ま
す
。
家
族
は
妻
と
７

人
の
息
子
と
１
人
の
娘
、
８

人
の
子
供
達
の
10
人
家
族
で

す
。組

合
活
動
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
秋
の
拡
大
行
動

（
現
在
の
仲
間
づ
く
り
月
間
）
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の
分
会
セ
ン
タ
ー
が
妻
の
父

が
経
営
す
る
工
務
店
で
、
店

番
も
兼
ね
て
出
席
し
た
の
が

始
ま
り
で
し
た
。
当
時
は
、

拡
大
行
動
自
体
は
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
組
合
の
先

輩
達
が
、
毎
晩
分
会
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
仕
事
の
話
、

家
族
の
話
、
週
末
に
出
か
け

た
旅
行
の
話
な
ど
私
も
一
緒

に
な
り
話
を
し
て
い
ま
し

た
。
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大
行
動
が
き
っ
か
け

で
群
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に
な
り
、
分
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執
行

委
員
会
に
出
席
す
る
よ
う
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新
支
部
、
小
平
東
村
山
支

部
、
２
年
目
に
な
り
ま
す
が

旧
支
部
時
代
の
２
支
部
そ
れ

ぞ
れ
の
優
れ
た
特
徴
が
様
々

な
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運
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に
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映
さ
れ
、

21
世
紀
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の
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組
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、
小
平
東
村
山
支
部
が
生

ま
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と
思
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ま
す
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私
自
身
、
新
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書
記
長
と

な
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２
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目
で
す
が
、
先
輩

達
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「
仕
事
と

く
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し
を
守
る
組
合
」
を
こ
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ら
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、
そ
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未
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と
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に
、
小
平
東
村
山
支
部
の
仲

間
の
先
頭
に
立
ち
、
進
め
て

ま
い
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７
月
６
日
（
木
）
建
設
国
保
の
国
庫
補

助
金
の
現
行
水
準
確
保
、
賃
金
・
単
価
の

引
き
上
げ
、
建
設
労
働
者
の
権
利
と
生
活

向
上
を
求
め
、
全
国
か
ら
48
県
連
・
組
合

で
お
よ
そ
４
０
０
０
人
（
う
ち
支
部
か
ら

は
45
人
）
の
仲
間
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

に
集
結
し
、
「
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予

算
要
求
中
央
総
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大
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を
開
催
し
ま

し
た
。
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連
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浦
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員
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あ
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つ
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ら
は
じ

ま
り
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省
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労
省
・

国
交
省
・
財
務
省
な
ど
）
と

交
渉
す
る
代
表
団
の
決
意
表

明
を
受
け
、
大
き
な
拍
手
と

と
も
に
代
表
団
を
送
り
、
要

請
行
動
を
行
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ま
し
た
。
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書
記
長
よ
り
基
調
報
告
が
あ

り
、
最
後
は
「
賃
金
・
単
価

の
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き
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げ
と
法
定
福
利
費

の
現
場
へ
の
徹
底
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、
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と
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を
つ
く
れ
」
「
ダ
ン
ピ

ン
グ
受
注
を
止
め
ろ
」
「
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
進
め
ろ
」

な
ど
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
７
・
６

予

算

要

求

集

会

」

を

皮

切

り

に

、

建

設

国

保

を

守

る

た

め

の

予

算

要

求

運

動

が

本

格

ス

タ

ー

「
７
・
６

予

算

要

求

集

会

」

を

皮

切

り

に

、

建

設

国

保

を

守

る

た

め

の

予

算

要

求

運

動

が

本

格

ス

タ

ー

ト
し
ま
す
。

中
で
も
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
思
い

を
直
接
伝
え
る
こ
と

の
で
き
る
「
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
は
極
め

て
重
要
で
す
。

７
月
・
８
月
は
厚

生
労
働
省
、
９
月
・

10
月
は
東
京
都
、
11

ト
し
ま
す
。

中
で
も
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の
思
い

を
直
接
伝
え
る
こ
と

の
で
き
る
「
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
」
は
極
め

て
重
要
で
す
。

７
月
・
８
月
は
厚

生
労
働
省
、
９
月
・

10
月
は
東
京
都
、
11

月
・
12

月
は
財
務
省
と
、

６
ヶ
月
に
わ
た
る
長
丁
場
の

運
動
で
す
が
、
私
た
ち
の

「
命
の
綱
」
で
あ
る
建
設
国

保
を
守
る
た
め
に
は
国
・
都

の
補
助
金
の
現
行
水
準
確
保

は
、
国
保
料
の
値
上
げ
に
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
不
可
欠
で

す
。一

人
で
も
多
く
の
仲
間
の

思
い
を
、
ハ
ガ
キ
に
乗
せ
て

国
・
都
の
補
助
金
の
現
行
水

準
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
一

人
１
シ
ー
ト
（
ハ
ガ
キ
４
枚

分
）
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

月
・
12

月
は
財
務
省
と
、

６
ヶ
月
に
わ
た
る
長
丁
場
の

運
動
で
す
が
、
私
た
ち
の

「
命
の
綱
」
で
あ
る
建
設
国

保
を
守
る
た
め
に
は
国
・
都

の
補
助
金
の
現
行
水
準
確
保

は
、
国
保
料
の
値
上
げ
に
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
不
可
欠
で

す
。一

人
で
も
多
く
の
仲
間
の

思
い
を
、
ハ
ガ
キ
に
乗
せ
て

国
・
都
の
補
助
金
の
現
行
水

準
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
の
一

人
１
シ
ー
ト
（
ハ
ガ
キ
４
枚

分
）
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日比谷野音でプラカードを掲げアピール日比谷野音でプラカードを掲げアピール

集会後のデモ行進集会後のデモ行進

小
平
東
村
山
支
部
結
成
か

ら
、
１
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
改
め
て
支
部
四
役

の
顔
を
覚
え
て
頂
き
た
く
、

四
役
紹
介
の
掲
載
し
ま
す
。

小
平
東
村
山
支
部
結
成
か

ら
、
１
年
以
上
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
改
め
て
支
部
四
役

の
顔
を
覚
え
て
頂
き
た
く
、

四
役
紹
介
の
掲
載
し
ま
す
。

井上清一執行委員長井上清一執行委員長

石塚一広書記長石塚一広書記長



小 平 東 村 山小 平 東 村 山２０１７年８月１０日２０１７年８月１０日 第１６号第１６号 ( ２ )( ２ )

【
藤
原
和
利
・
美
園
分
会
長
】

皆
さ
ん
暑
い
中
の
お
仕
事

お
疲
れ
様
で
す
。

美
園
分
会
で
は
こ
の
度
、

分
会
住
宅
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
取
り
急
ぎ
東
京
土
建
第

40
回
住
宅
デ
ー
の
際
に
や
っ

て
み
よ
う
と
、
専
用
電
話
を

1
台
用
意
し
て
分
会
の
仲
間

を
載
せ
た
宣
伝

チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。

折
角
、
分
会

に
は
各
方
面
の

専
門
分
野
で
仕
事
を
し
て
い

る
の
に
そ
れ
を
活
か
さ
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ

ね
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、

も
し
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
は
私
が
電
話
を
受
け
付

け
て
木
工
事
な
ら
大
工
さ

ん
、
塗
装
な
ら
塗
装
屋
さ
ん

に
手
配
し
、
施
工
完
了
後
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
賦
課
金
を
分

会
に
納
入
し
て
も
ら
う
形
で

進
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
先
日
、
初
め
て
の
電

話
が
鳴
り
緊
張
し
つ
つ
対
応

し
た
と
こ
ろ
、
た
だ
の
間
違

い
電
話
で
し
た
（
笑
）
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ど

う
や
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
か
、

そ
し
て
い
か
に
し
て

仕
事
に
結
び
つ
け
る

の
か
、
一
歩
ず
つ
前

進
し
て
い
け
る
よ
う

に
分
会
と
し
て
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
藤
原
和
利
・
美
園
分
会
長
】

皆
さ
ん
暑
い
中
の
お
仕
事

お
疲
れ
様
で
す
。

美
園
分
会
で
は
こ
の
度
、

分
会
住
宅
セ
ン
タ
ー
を
開
設

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

が
、
取
り
急
ぎ
東
京
土
建
第

40
回
住
宅
デ
ー
の
際
に
や
っ

て
み
よ
う
と
、
専
用
電
話
を

1
台
用
意
し
て
分
会
の
仲
間

を
載
せ
た
宣
伝

チ
ラ
シ
を
配
布

し
ま
し
た
。

折
角
、
分
会

に
は
各
方
面
の

専
門
分
野
で
仕
事
を
し
て
い

る
の
に
そ
れ
を
活
か
さ
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
よ

ね
。
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、

も
し
仕
事
の
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
は
私
が
電
話
を
受
け
付

け
て
木
工
事
な
ら
大
工
さ

ん
、
塗
装
な
ら
塗
装
屋
さ
ん

に
手
配
し
、
施
工
完
了
後
数

パ
ー
セ
ン
ト
の
賦
課
金
を
分

会
に
納
入
し
て
も
ら
う
形
で

進
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
先
日
、
初
め
て
の
電

話
が
鳴
り
緊
張
し
つ
つ
対
応

し
た
と
こ
ろ
、
た
だ
の
間
違

い
電
話
で
し
た
（
笑
）
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ど

う
や
っ
て
地
域
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
う
か
、

そ
し
て
い
か
に
し
て

仕
事
に
結
び
つ
け
る

の
か
、
一
歩
ず
つ
前

進
し
て
い
け
る
よ
う

に
分
会
と
し
て
も
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤原分会長藤原分会長

東京土建結成70周年記念行事をよみう

りランドにて、開催します。

メインステージでは、仮面女子や青木

隆治によるパフォーマンスのほか、キャ

ラクターショーも予定しています。

また、多くの出店も出ることから楽し

いお祭りになること間違いなし!!

日時：１１月１２日（日） 10時～14時

会場：よみうりランド内「東京土建祭り会場」

※支部からもバスをチャーターします！

東京土建結成70周年記念行事をよみう

りランドにて、開催します。

メインステージでは、仮面女子や青木

隆治によるパフォーマンスのほか、キャ

ラクターショーも予定しています。

また、多くの出店も出ることから楽し

いお祭りになること間違いなし!!

日時：１１月１２日（日） 10時～14時

会場：よみうりランド内「東京土建祭り会場」

※支部からもバスをチャーターします！

先
月
号
２
面
に
掲
載
の
住

宅
セ
ン
タ
ー
紹
介
記
事
の
中

で
、
小
平
住
宅
セ
ン
タ
ー
会

長
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
、
前
川
哲

雄
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤

前
川
清

正

前
川
哲
雄

先
月
号
２
面
に
掲
載
の
住

宅
セ
ン
タ
ー
紹
介
記
事
の
中

で
、
小
平
住
宅
セ
ン
タ
ー
会

長
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
、
前
川
哲

雄
さ
ん
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

誤

前
川
清

正

前
川
哲
雄

【
小
川
・
安
立
孝
章
通
信
員
】

７
月
５
日
（
水
）
小
平
・

東
村
山
市
内
の
建
設
現
場
訪

問
で
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
参
加
者
５
人
で
行
い
ま
し

た
。
公
共
工
事
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
好
意
的
に
協
力
し

て
頂
き
ま
し
た
。
社
会
保
険

【
小
川
・
安
立
孝
章
通
信
員
】

７
月
５
日
（
水
）
小
平
・

東
村
山
市
内
の
建
設
現
場
訪

問
で
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
参
加
者
５
人
で
行
い
ま
し

た
。
公
共
工
事
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
好
意
的
に
協
力
し

て
頂
き
ま
し
た
。
社
会
保
険

に
関
し
て
は
、
入
札
条
件
が

厳
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
９
割
以
上
加
入
し
て
い

ま
し
た
。
賃
金
に
関
し
て

は
、
最
高
で
日
当
１
万
８
千

円
、
平
均
す
る
と
日
当
１
万

５
千
円
と
東
京
都
の
設
計
労

務
単
価
を
大
幅
に
下
回
る
状

に
関
し
て
は
、
入
札
条
件
が

厳
し
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
９
割
以
上
加
入
し
て
い

ま
し
た
。
賃
金
に
関
し
て

は
、
最
高
で
日
当
１
万
８
千

円
、
平
均
す
る
と
日
当
１
万

５
千
円
と
東
京
都
の
設
計
労

務
単
価
を
大
幅
に
下
回
る
状

将
棋
大
会
に
は
、
９
人
が
申

込
ん
で
お
り
、
参
加
者
へ

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

来
年
も
継
続
し
て
納
涼
会

を
開
催
し
、
よ
り
良
い
取
組

み
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は

是
非
、
皆
さ
ん
も
ご
参
加
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

将
棋
大
会
に
は
、
９
人
が
申

込
ん
で
お
り
、
参
加
者
へ

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

来
年
も
継
続
し
て
納
涼
会

を
開
催
し
、
よ
り
良
い
取
組

み
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は

是
非
、
皆
さ
ん
も
ご
参
加
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

況
で
し
た
が
、
調
査
対
象
者

の
半
数
は
経
験
年
数
５
年
未

満
で
日
当
１
万
円
か
ら
１
万

４
千
円
で
、
こ
れ
は
妥
当
と

判
断
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

熟
練
工
の
賃
金
は
納
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
退
共
に
関
し
て
は
、
加
入

者
が
半
分
、
未
加
入
者
・
知

ら
な
い
が
半
分
と
、
今
後
の

仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
小
平
・
東
村

山
の
長
谷
工
の
現
場
訪
問
し

ま
し
た
が
、
入
場
調
査
を
拒

否
さ
れ
ま
し
た
。

況
で
し
た
が
、
調
査
対
象
者

の
半
数
は
経
験
年
数
５
年
未

満
で
日
当
１
万
円
か
ら
１
万

４
千
円
で
、
こ
れ
は
妥
当
と

判
断
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

熟
練
工
の
賃
金
は
納
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

建
退
共
に
関
し
て
は
、
加
入

者
が
半
分
、
未
加
入
者
・
知

ら
な
い
が
半
分
と
、
今
後
の

仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
他
、
小
平
・
東
村

山
の
長
谷
工
の
現
場
訪
問
し

ま
し
た
が
、
入
場
調
査
を
拒

否
さ
れ
ま
し
た
。

【

花

小

金

井
・
谷
口

庄
一
・
厚

生
文
化
部

長
】今

年
も

昨
年
に
引

き
続
き
第

２
回
目
と

な
る
支
部

納
涼
会
を

参
加
者
16

人
の
参
加

で
7
月
22

日

（

土

）

開
催
し
ま

し
た
。

は
じ
め

に
、
軽
食

と
飲
み
物

で
お
腹
を

満
た
し
て

参
加
者
同

【

花

小

金

井
・
谷
口

庄
一
・
厚

生
文
化
部

長
】今

年
も

昨
年
に
引

き
続
き
第

２
回
目
と

な
る
支
部

納
涼
会
を

参
加
者
16

人
の
参
加

で
7
月
22

日

（

土

）

開
催
し
ま

し
た
。

は
じ
め

に
、
軽
食

と
飲
み
物

で
お
腹
を

満
た
し
て

参
加
者
同

士
で
歓
談
し
、
そ
の
後
は
8

月
本
部
将
棋
大
会
に
向
け
た

練
習
や
ウ
ノ
、
オ
セ
ロ
な
ど

の
各
企
画
に
取
り
組
み
参
加

者
同
士
夏
休
み
の
過
ご
し
方

な
ど
の
話
で
談
笑
し
な
が
ら

各
々
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
途
中
、
厚
生
文
化

部
長
経
験
者
の
参
加
も
あ

り
、
現
部
長
を
激
励
す
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
。
本
部
の

士
で
歓
談
し
、
そ
の
後
は
8

月
本
部
将
棋
大
会
に
向
け
た

練
習
や
ウ
ノ
、
オ
セ
ロ
な
ど

の
各
企
画
に
取
り
組
み
参
加

者
同
士
夏
休
み
の
過
ご
し
方

な
ど
の
話
で
談
笑
し
な
が
ら

各
々
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
途
中
、
厚
生
文
化

部
長
経
験
者
の
参
加
も
あ

り
、
現
部
長
を
激
励
す
る
一

幕
も
あ
り
ま
し
た
。
本
部
の

８

月

１

日

よ

り

本

採

用

さ

れ

ま

し

た

。

北
岡
佳
織
で
す
。

小
平
東

村
山
支
部

に
採
用

さ
れ
た
当

初
、
右

も
左
も
分

か
ら
ず

い
た
私
を

組
合
員

の
み
な
さ

ん
が
温

か
く
接
し

て
く
だ

さ
い
ま
し

た
。
本

当
に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。

ま
だ
ま

だ
知
識
も

経
験
も

足
り
ま
せ

ん

が

、

笑
顔
を
忘

れ

ず

、

み
な
さ
ん

を

サ

ポ
ー
ト
で

き
る
よ

う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
組
合
員
さ

ん
に
頼
り
に
さ
れ
る
書
記
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

８

月

１

日

よ

り

本

採

用

さ

れ

ま

し

た

。

北
岡
佳
織
で
す
。

小
平
東

村
山
支
部

に
採
用

さ
れ
た
当

初
、
右

も
左
も
分

か
ら
ず

い
た
私
を

組
合
員

の
み
な
さ

ん
が
温

か
く
接
し

て
く
だ

さ
い
ま
し

た
。
本

当
に
あ
り

が
と
う

ご
ざ
い
ま

す
。

ま
だ
ま

だ
知
識
も

経
験
も

足
り
ま
せ

ん

が

、

笑
顔
を
忘

れ

ず

、

み
な
さ
ん

を

サ

ポ
ー
ト
で

き
る
よ

う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
多
く
の
組
合
員
さ

ん
に
頼
り
に
さ
れ
る
書
記
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

主婦の会が作った料理を囲んで歓談主婦の会が作った料理を囲んで歓談

本部将棋大会に向けて対局本部将棋大会に向けて対局

新
支
部
会
館
建
設
工
事
に

伴
い
、
現
会
館
横
の
駐
車
場

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を

新
支
部
会
館
建
設
工
事
に

伴
い
、
現
会
館
横
の
駐
車
場

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
あ
か
し

あ
脳
外
科
そ
ば
の
第
２
駐
車

場
に
停
め
て
頂
く
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

お
掛
け
し
ま
す
が
、
あ
か
し

あ
脳
外
科
そ
ば
の
第
２
駐
車

場
に
停
め
て
頂
く
よ
う
、
お

願
い
し
ま
す
。

公
共
工
事

現
場
で
は

証
紙
を
も

ら
お
う
。

公
共
工
事

現
場
で
は

証
紙
を
も

ら
お
う
。


